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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 1958年，MUIIerらは強固なAO圧迫骨接合法を開発

したが，その成績は常に満足できるものではない．著老

は金属固定材料破損を含めた内固定失敗例11例を集め，

これらの原因を工学的に検討しモデル実験にてその裏づ

けをするとともに本法の限界を追究し，さらに生物学的

並びに工学的に満足される骨接合法を求めて，接着剤を

用いた骨接含法を考えin vitroおよびin vivoでの動

物実験を試みた．一方，エ学の分野では金属などが低温

で水飴状になる超塑性を利用した接合法が開発されてい

るが，骨における超塑性現象の存在および直接接合の可

能性についても検討した．

 方法

 1．金属固定材料による骨接合法の検討

 実際の内固定失敗例11例を検討し金属副子折損面を走

査電顕にて歯面解析を行ない，つぎに円柱状木材を骨モ

デルにし金属副子固定を行なって試作した高精度の強度

試験機にて屈曲，捻転力を加え，更に三点曲げ試験を行

なった，

 また豚旧記を横骨折状態にして金属副子で固定し三点

曲げ試験にその破壊強度を測定した．

 1．金属固定材料の繰返し疲労試験

 人間の歩行をシミュレートした繰返し疲労試験機を試

作し，最大応力値が最も高かった大腿骨幹での骨折モデ

ルを作製して金属副子の繰返し疲労試験を行なって，金

属材料の破損部位，その性状について臨床破損例と比較

検討を行なった．

 皿．接着剤を用いた骨接合法の試み

 骨にドリル穴を開けると骨の強度が極端に低下するの

で螺子を用いないで，しかも生物学的侵襲も少ない骨接

合法として骨表層の一部に接着剤を用いて試みた．

 豚大腿骨，脛骨を横骨折状態として1／3～1／4周の骨膜

を剥離し骨セメントを塗布し，骨，骨セメント問の接着

強度を三点曲げ試験で測定した．つぎに骨，骨セメント

間の接合強度を高めるため骨皮質に横方向およびクロス

状の溝を種々作り三点曲げ試験を行ない，更にこれを成

犬擁骨を横骨折させて試みた．また成犬前腕骨の90度回

転骨切り術にも本法を適用してみた．

 IV．骨におけ’る超塑性の検討

 牛および豚脛骨の円筒状骨試片を作製し超塑性検出試

験機に装着した上，加熱し捻れ荷重を加えたのち，加熱

を中止して放冷し，ねじれ角および試片温度を記録し

た．

 成績および結語

 1。AO圧迫骨接合法における金属副子破損の原因は

骨折部が癒合せずこの部の金属副子に応力が集中した結

果であり，その破面解析から疲労破壊であるとみとめら

れた．

 2．金属固定材料（AO）は静的強度試験では強固で

あるが繰返し疲労試験セこは意外に弱かった．また金属副

子破損部位は臨床例，実験的繰返し疲労試験例とも骨折

部最：近傍のネジ穴部位でおこる疲労破壊であった．

 3．骨折部を骨セメントで接着するには骨皮質クロス

溝を作製した骨セメント接合法が最も妥当でin vitroお
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よび

みた．

 4，

in vivoの動物実験で最終的には充分の骨癒合を

骨は物性として超塑性類低現象の発現をみたが，
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現時点では骨直接接合は接着部の表面状況および超塑性

変形量の大きさなどからみて困離であるが，検討すべき

問題である．

                論 文 審 査 の

 本論文は，骨折に対するAO骨接合術の欠点を指摘し，

たすぐれた論文である．
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